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運営委員会による募金活動 １月２３日（金）に、飯野高校グローカル学習成
１２月に運営委員会の子ども達が中心になって「歳 果発表会が市文化センターであり、本校からは5年

末助け合い募金活動」を行いました。子ども達や保護 生が発表会の見学に行きました。
者の皆様のご協力により、たくさんの募金が集まりま 飯野高校普通科､生活文化科の「えびの市の様々な
した。年末の昼休みに集計作業をしました。目標を大 施設や団体と関わる取組」の発表や「海外研修」の
きく上回る金額が集まり、子ども達は大喜びでした。 発表等、ステージ発表やブース発表（マルシェ）の
集まった募金は、社会福祉協議会に寄附しました。年 内容が大変工夫されており、「さすが高校生だ！」と
末の持久走記録会の折にご協力いただいた保護者の皆 思えるひとときでした。
様にも、心から感謝申し上げます。 5年生も、素晴らしい発表に驚き、感動している

ようでした。

２月７日（土）に市国際交流センターで、英語暗
唱大会が行われました。本校からは、５年生 船附
勇斗さん・竹中俐乃さん、６年生 末永康晴さん・
三井所芽奈さんが代表で発表しました。

保健・給食委員員会による「給食かるた大会」 ４人とも、年末から昼休み時間等に一生懸命に練
１月１４日（水）から１９日（月）にかけて、保健 習していまし

・給食委員会の５・６年生が企画した「給食にまつわ た。家庭でも、
るかるた大会」が昼休みにありました。低・中・高学 熱心に練習し
年に分かれて行い、保健・給食委員の子ども達が読み てきたことで
札を読み、それぞれの学年の子ども達が絵札を取って しょう。その
いきました。参加した子ども達は、とても楽しんでい 成果もあり、
ました。企画・運営した委員会の子ども達も満足そう 皆、素晴らし
でした。 い発表でした。

加久藤小の代
表として、責
任を果たして
くれました。

２月も半ばを過ぎ、本年度も残り１ヶ月半となり
ました。この時期、本年度の学校の教育活動等につ
いて、外部の方々とともに振り返る機会がいくつか
ありました。
２月１２日（木）には、幼保小合同研究会があり

１月１５日（木） ３年生は、市社会福祉協議会の ました。本校に多くの幼児の皆さんが入学してくる
方々に来校いただき、福祉体験を行いました。白杖や ふじ総合こども園と加久藤保育園の園長や職員の方
アイマスクを使って、目の不自由な方々の体験をした と共に、こども園・保育園と小学校の連携の在り方
り、車椅子体験をしたりしました。「町でそのような について協議しました。双方で同様の指導事項を設
方々に出会った時に、どんな声かけをするか。」と言 定し実践していくことで、幼保小の接続をしっかり
うことも学び、貴重な体験となりました。 して、小１ギャップの軽減等につなげてきたところ

です。
また１３日（金）には、今年度最後の学校運営協

議会がありました。普段から本校教育にご協力いた
だいている方 （々委員名は学校だより４号参照）に、
学校の教育活動についての評価をしていただき、今
後の学校運営に生かしていきたいと考えています。
今後も、保護者の皆様や学校外の様々な方々にご

協力いただきながら、学校運営を進めていきたいと
考えています。


